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検査項目

HIV－ 2抗体

HTLV－1抗体

HTLV－2抗体

HBs抗原

HBc抗体

HCV抗体

PV・B19抗原

意　　　　　　　　　　　　味

表3－8　検査項目の解説（抗原・抗体検査）8

3

HIV－1及びHIV－2 6～8週後に血中に生じる抗体を調べる。

HTLV－1に感染した後に血中に生じる抗体を調べる。

HTLV－2に感染した後に血中に生じる抗体を調べる。

検査項目 意　　　　　　　　　　　味

HBV－DNA

HCV－RNA

HIV－RNA

WNV－

PV・ 9－DNA

表3－9　検査項目の解説（9 NAT）

HBVの感染後に血中に生じる抗体を調べる。陽性であれば、HBVに感染したことがあることを示す。現在
の感染ウイルスの有無については、別途確認検査が必要である。

HCVの感染後1～3カ月後に血中に生じる抗体を調べる。陽性であれば、HCVに感染したことがあることを
示す。現在の感染ウイルスの有無については、別途確認検査が必要である。

パルボウイルスB19の抗原の有無を調べる。なお、このウイルスに関しては、我が国では、成人の約50％が
感染したことがあり、抗体を持っている。

HBVの外殻部分（HBs抗原）の有無を調べる。陽性であれば、一過性感染の急性期か、又はHBVのキャリア
状態である。

　それぞれのウイルスについて、血液中に存在するウイルスを構成する核酸（DNAあるいはRNA）の一部を
人工的に多量に増幅して、ウイルスの有無を直接的に検出する方法である。
　ウイルスの感染性の有無を判定することはできない。また、出現頻度は低いが、NAT陰性で抗体陽性であ
っても、感染性を示す場合があるため、抗原抗体検査を完全に代替することはできない。
※WNVはウエストナイルウイルスの略である。
※ の抗原抗体検査については、日本脳炎血清型群に属するウイルス間での交叉反応があるため、直
接抗原を測定する方法が有効である。

国　　名
検　　　査　　　項　　　目

HBs抗原

1972

1971年

1972年

1971年７月

1972年

1971年

1972年10月

HIV－1

11月

1985 5月

1985年10月

1985 5月

1986

1985年10月

1985年8月

HC

月

1990 5月

1991年9月

1990 2月

1990

1990 7月

1990年3月

HT －

月

1994年

2002年9月

1993年1月

1990年

―

1991年7月

HCV－ A NAT

1999 ＊

1999年 月

1999年4月

2000年6月

1999年 月

1999年 月

2001年7月

日本

アメリカ

イギリス

オーストラリア

カナダ

ドイツ

フランス

表3－10 各検査が全国的に実施され始めた時期

吉澤浩司、飯野四郎共著「第2版　ウイルス肝炎　診断／予防／治療」（文光堂, 2002）
「IDWR （厚生労働省／国立感染症研究所）（第3巻第31号及び第49号, 2001）（第4巻第38号、第39号、第40号, 2002）
（第 1 号 ）
「 」（カナダ血友病協会ホームページ）

（出所）

「IDWR 3巻第31号, 2001）（第4巻第27号, 2002）
「 （NAT） 」（カナダ血液サービス
ホームページ）

（出所）

「 」（オーストラリア赤十字血液サービス）
、Table 8

ha （Ausgabe 1/2003）」（ドイツ赤十字社）p.27
譛血液製剤調査機構）, 1997 p.121

9, 2001

（出所）

＊全国的実施..


